










抜群の意匠性
RSダイヤモンドの持つ独特の多彩模様が今までにない上品
で高級感あふれる外観を演出します。

高耐候性シリコン樹脂を使用しているため建物の美観を
長年維持します。

高耐候性

※JIS-A-6909耐候形1種（キセノンランプ法2,500時間、光沢保持率80％以上）合格レベルの 
　性能を有しています。耐候形1種は、一般的に10～15年の耐久性に相当します。
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防カビ性
防カビ性に優れ、菌糸の生育は認められないレベルに達し
ています。

特　長 特　長

機能性・意匠性に特長を持たせた表現豊かな工法。

RSダイヤモンドRSダイヤモンド
RS series  Technical Data Sheet

色・光沢の持続性と低汚染性に最もこだわった高グレード工法。

RSゴールドFRSゴールドF RSゴールドSiRSゴールドSi
RS series  Technical Data Sheet

環境に配慮し、有害な揮発性有機溶剤や重金属は使用して
おりません。

水性・環境に優しい無鉛

■塗料性状

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

上　塗 中　塗

ー ー混合比

非危険物 非危険物消防法による危険物区分

荷　姿 15㎏、3.5㎏ 15㎏、4㎏

多　彩色 白及び各色

平　滑仕上り感 平　滑
1.07（AZＥ-301）塗料比重 1.24（白）

1.00（上水）溶剤比重 1.00（上水）
35％加熱残分 52％（白）

ー使用有機溶剤種別 ー

半つやつ　や 5分つや

労安法上の表示有害物 ー ー

硬化剤の成分による区分 ー ー

劇物表示（品名・含有量） ー ー
■塗装間隔

23℃温　度項　目

使用時限 ー

16時間
7日

23℃

ー

2時間
7日

最　短
最　長

標準塗装間隔

■塗装条件

万能ガン塗装方法

ー希釈率

希釈剤
0.30～0.40

ハケ

3～12％
0.13～0.15

ローラー

3～12％
0.13～0.15

スプレー

3～12％
0.13～0.2

スポンジ
ローラー

0～5％
0.06～0.10

上　水ー
標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。
※スポンジローラーは、窯業系サイディングボード限定です。

■塗布量による見え方の違い（AZE-252）

※本製品の特性として塗込み量の増減により色味が変動します。

塗込み縮小 標準塗布量 塗込み過多

環境に配慮し、有害な揮発性有機溶剤や重金属は使用して
おりません。

水性・環境に優しい無鉛

防カビ性に優れています。

防カビ性

抜群の耐候性
JIS A 6909 耐候形1種合格レベルです。

※JIS-A-6909耐候形1種（キセノンランプ法2,500時間、光沢保持率80％以上）合格レベルの
　性能を有しています。耐候形1種は、一般的に10～15年の耐久性に相当します。

キセノンランプ法（色合い：白）
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RSゴールドF

RSゴールドSi

ホルムアルデヒド放散等級　F☆☆☆☆
ホルムアルデヒド放散等級　F☆☆☆☆

■塗料性状

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

RS ゴールドF 上塗 RS ゴールドF 中塗 RS ゴールドSi

ベース/硬化剤＝14/1 ー ベース/硬化剤＝14/1混合比

ベース：非危険物　硬化剤：第4類 第2石油類（非水溶性） 非危険物 ベース：非危険物　硬化剤：第4類 第2石油類（非水溶性）消防法による危険物区分

白および各色 白および各色色 白および各色

平　滑 平　滑仕上り感 平　滑
1.21（白） 1.25（白）塗料比重 1.20（白）
0.99（白） 1.00（上水）溶剤比重 0.99（白）
56％（白） 59％（白）加熱残分 56％（白）

ベース：ー　硬化剤：ー ー有機則/特化則 ベース：ー　硬化剤：ー

つや有り、7分つや、5分つや、3分つや つや有りつ　や つや有り、7分つや、5分つや、3分つや

労安法上の表示有害物 ー ー ー

硬化剤の成分による区分 ー ー ー

劇物表示（品名・含有量） ー ー ー

荷　姿
15㎏セット（ベース/硬化剤＝14㎏/1㎏）

15㎏
3.75㎏セット（ベース/硬化剤＝3.5㎏/0.25㎏）

15㎏セット（ベース/硬化剤＝14㎏/1㎏）
3.75㎏セット（ベース/硬化剤＝3.5㎏/0.25㎏）

■塗装条件

ハ　ケ塗装方法
5～10％希釈率

希釈剤
0.13

ローラー
5～10％

上　水
0.13

エアレススプレー
10～20％

0.16

ハ　ケ
3～8％
0.15

ローラー
3～8％

上　水
0.15

エアレススプレー
10～20％

0.18標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

RS ゴールドF 上塗
ハ　ケ

5～10％
0.13

ローラー
5～10％

上　水
0.13

エアレススプレー
10～20％

0.16

RS ゴールドSiRS ゴールドF 中塗

■塗装間隔

23℃温　度項　目 23℃23℃

使用時限 5時間 5時間ー

4時間
7日

最　短
最　長

標準塗装間隔
4時間
7日

2時間
7日

RS ゴールドF 上塗 RS ゴールドSiRS ゴールドF 中塗

上　塗 中　塗

上　塗 中　塗

超低汚染性（セラミック成分の複合）
白塗料における屋外バクロ6ヵ月の⊿L値と塗膜状態

RSゴールドF

RSゴールドSi

従来フッソ
樹脂系塗料

0 -2 -4 -6 -8 -10

※⊿L値：初期と試験後の白さ比較値。数値が少ないほど、汚れが少ない。

雨筋汚れ⊿L値

RSDiamond RSGold
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抜群の意匠性
RSダイヤモンドの持つ独特の多彩模様が今までにない上品
で高級感あふれる外観を演出します。

高耐候性シリコン樹脂を使用しているため建物の美観を
長年維持します。

高耐候性

※JIS-A-6909耐候形1種（キセノンランプ法2,500時間、光沢保持率80％以上）合格レベルの 
　性能を有しています。耐候形1種は、一般的に10～15年の耐久性に相当します。
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防カビ性
防カビ性に優れ、菌糸の生育は認められないレベルに達し
ています。

特　長 特　長

機能性・意匠性に特長を持たせた表現豊かな工法。

RSダイヤモンドRSダイヤモンド
RS series  Technical Data Sheet

色・光沢の持続性と低汚染性に最もこだわった高グレード工法。

RSゴールドFRSゴールドF RSゴールドSiRSゴールドSi
RS series  Technical Data Sheet

環境に配慮し、有害な揮発性有機溶剤や重金属は使用して
おりません。

水性・環境に優しい無鉛

■塗料性状

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

上　塗 中　塗

ー ー混合比

非危険物 非危険物消防法による危険物区分

荷　姿 15㎏、3.5㎏ 15㎏、4㎏

多　彩色 白及び各色

平　滑仕上り感 平　滑
1.07（AZＥ-301）塗料比重 1.24（白）

1.00（上水）溶剤比重 1.00（上水）
35％加熱残分 52％（白）

ー使用有機溶剤種別 ー

半つやつ　や 5分つや

労安法上の表示有害物 ー ー

硬化剤の成分による区分 ー ー

劇物表示（品名・含有量） ー ー
■塗装間隔

23℃温　度項　目

使用時限 ー

16時間
7日

23℃

ー

2時間
7日

最　短
最　長

標準塗装間隔

■塗装条件

万能ガン塗装方法

ー希釈率

希釈剤
0.30～0.40

ハケ

3～12％
0.13～0.15

ローラー

3～12％
0.13～0.15

スプレー

3～12％
0.13～0.2

スポンジ
ローラー

0～5％
0.06～0.10

上　水ー
標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。
※スポンジローラーは、窯業系サイディングボード限定です。

■塗布量による見え方の違い（AZE-252）

※本製品の特性として塗込み量の増減により色味が変動します。

塗込み縮小 標準塗布量 塗込み過多

環境に配慮し、有害な揮発性有機溶剤や重金属は使用して
おりません。

水性・環境に優しい無鉛

防カビ性に優れています。

防カビ性

抜群の耐候性
JIS A 6909 耐候形1種合格レベルです。

※JIS-A-6909耐候形1種（キセノンランプ法2,500時間、光沢保持率80％以上）合格レベルの
　性能を有しています。耐候形1種は、一般的に10～15年の耐久性に相当します。

キセノンランプ法（色合い：白）
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RSゴールドF

RSゴールドSi

ホルムアルデヒド放散等級　F☆☆☆☆
ホルムアルデヒド放散等級　F☆☆☆☆

■塗料性状

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

RS ゴールドF 上塗 RS ゴールドF 中塗 RS ゴールドSi

ベース/硬化剤＝14/1 ー ベース/硬化剤＝14/1混合比

ベース：非危険物　硬化剤：第4類 第2石油類（非水溶性） 非危険物 ベース：非危険物　硬化剤：第4類 第2石油類（非水溶性）消防法による危険物区分

白および各色 白および各色色 白および各色

平　滑 平　滑仕上り感 平　滑
1.21（白） 1.25（白）塗料比重 1.20（白）
0.99（白） 1.00（上水）溶剤比重 0.99（白）
56％（白） 59％（白）加熱残分 56％（白）

ベース：ー　硬化剤：ー ー有機則/特化則 ベース：ー　硬化剤：ー

つや有り、7分つや、5分つや、3分つや つや有りつ　や つや有り、7分つや、5分つや、3分つや

労安法上の表示有害物 ー ー ー

硬化剤の成分による区分 ー ー ー

劇物表示（品名・含有量） ー ー ー

荷　姿
15㎏セット（ベース/硬化剤＝14㎏/1㎏）

15㎏
3.75㎏セット（ベース/硬化剤＝3.5㎏/0.25㎏）

15㎏セット（ベース/硬化剤＝14㎏/1㎏）
3.75㎏セット（ベース/硬化剤＝3.5㎏/0.25㎏）

■塗装条件

ハ　ケ塗装方法
5～10％希釈率

希釈剤
0.13

ローラー
5～10％

上　水
0.13

エアレススプレー
10～20％

0.16

ハ　ケ
3～8％
0.15

ローラー
3～8％

上　水
0.15

エアレススプレー
10～20％

0.18標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

RS ゴールドF 上塗
ハ　ケ

5～10％
0.13

ローラー
5～10％

上　水
0.13

エアレススプレー
10～20％

0.16

RS ゴールドSiRS ゴールドF 中塗

■塗装間隔

23℃温　度項　目 23℃23℃

使用時限 5時間 5時間ー

4時間
7日

最　短
最　長

標準塗装間隔
4時間
7日

2時間
7日

RS ゴールドF 上塗 RS ゴールドSiRS ゴールドF 中塗

上　塗 中　塗

上　塗 中　塗

超低汚染性（セラミック成分の複合）
白塗料における屋外バクロ6ヵ月の⊿L値と塗膜状態

RSゴールドF

RSゴールドSi

従来フッソ
樹脂系塗料

0 -2 -4 -6 -8 -10

※⊿L値：初期と試験後の白さ比較値。数値が少ないほど、汚れが少ない。

雨筋汚れ⊿L値

RSDiamond RSGold
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シルクのようなしっとりしたつや消しでシックな仕上がり工法。

RSシルバーマットSiRSシルバーマットSi
RS series  Technical Data Sheet

光沢があり高い低汚染性能を付与した高パフォーマンス工法。

RSシルバーグロスSiRSシルバーグロスSi
RS series  Technical Data Sheet

特　長

やさしい質感
「マイクロパウダー技法」で細粒子化しシルクのようななめ
らかなつや消しの仕上りを実現。

RSシルバーマットSi 一般水性エマルション
RSシルバーマットSiには空隙がない。 一般水性エマルションには空隙がある。

マイクロパウダー 樹脂 空隙 つや消し顔料

つや消しイメージ （比較）

低汚染性
「特殊親水性粒子」の効果による低汚染性で雨筋汚れを
抑制します。

RSシルバーマットSi 従来水性エマルション

特　長

低汚染性
優れた低汚染性で美観を長期にわたり維持します。

  0
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－6
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－12

耐雨筋汚れ性試験板（屋外バクロ：東京都大田区１年間）

RSシルバーグロスSi 従来水性ウレタン 従来水性シリコン

緻密・強靭塗膜形成技術により、汚れが付着しにくくなります。

ΔL

高耐候性
アクリルシリコン樹脂なので耐候性抜群です。
高耐候な塗膜が建物や鋼構造物の資産価値を守ります。

防カビ性
防カビ性に優れています。

カビ抵抗性試験 （例：JIS Z 2911 試験方法）

※EP : エマルションペイント
従来EPRSシルバーマットSi

高耐候な塗膜が建物の資産価値を守ります。

高耐候性

防カビ性に優れています。

防カビ性

※JIS-A-6909耐候形1種（キセノンランプ法2,500時間、光沢保持率80％以上）合格レベルの性能
　を有しています。耐候形1種は、一般的に10～15年の耐久性に相当します。

JIS A 6909 耐候形1種合格レベル

光
沢
保
持
率（
％
）

照射時間（h）

100

75

50

25

0
0 1,000 2,000 3,000

RS シルバーグロスSi 従来水性ウレタン塗料

■塗料性状

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

ー混合比

非危険物消防法による危険物区分

荷　姿 15㎏、4㎏

白および各色色

平　滑仕上り感
1.45（白）塗料比重

1.00（上水）溶剤比重
65％（白）加熱残分

ー有機則/特化則

つや消しつ　や

労安法上の表示有害物 ー

硬化剤の成分による区分 ー

劇物表示（品名・含有量） ー

■塗装間隔
23℃温　度項　目

使用時限 ー

2時間
7日

10℃

ー

5時間
7日

最　短
最　長

標準塗装間隔

■塗装条件
ハ　ケ塗装方法

0～10％希釈率

希釈剤
0.13～0.23

上　水

ローラー
0～10％

0.13～0.23標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

環境に配慮し、有害な揮発性有機溶剤や重金属は使用して
おりません。

水性・環境に優しい無鉛
環境に配慮し、有害な揮発性有機溶剤や重金属は使用して
おりません。

水性・環境に優しい無鉛

結果の表示
0 ： 菌糸の生育は認められない
1 ： 菌糸の生育は試験面積の1/3を超えない
2 ： 菌糸の生育は試験面積の1/3を超える

試験菌の前培養

懸濁液の
試験片への接種

試験片の培養

結果判定
カビ抵抗性試験供試菌株

湿潤剤添加滅菌水を用いて胞
子数約106個/mlに調製

試験片30×30mmに対して
0.5ml

26±2℃ 2８日間
湿度95～99％

培 養 ： ２６±２℃
７～１４日間程度

懸濁液の作成

菌糸の生育は認められないレベルに達しています。

高光沢
ダブルマイクロ技術により、キメ細かい滑らかな肌を実現
します。また、上塗塗料の光沢もUPします。

エマルション

顔 料

樹脂＆顔料
を

マイクロ化

ホルムアルデヒド放散等級　F☆☆☆☆

■塗料性状

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

ー混合比

非危険物消防法による危険物区分

荷　姿 15㎏、4㎏

白および各色色

平　滑仕上り感
1.23（白）塗料比重

1.00（上水）溶剤比重
60％（白）加熱残分

ー有機則/特化則

つや有り、7分つや、5分つや、3分つやつ　や

労安法上の表示有害物 ー

硬化剤の成分による区分 ー

劇物表示（品名・含有量） ー

■塗装間隔
23℃温　度項　目

使用時限 ー

2時間
7日

最　短
最　長

標準塗装間隔

■塗装条件
ハ　ケ塗装方法

5～10％希釈率

希釈剤
0.13

上　水

ローラー
5～10％

0.13

エアレススプレー
5～10％

0.16標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

ホルムアルデヒド放散等級　F☆☆☆☆

Silver GrossRSSilver Mat RS
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シルクのようなしっとりしたつや消しでシックな仕上がり工法。

RSシルバーマットSiRSシルバーマットSi
RS series  Technical Data Sheet

光沢があり高い低汚染性能を付与した高パフォーマンス工法。

RSシルバーグロスSiRSシルバーグロスSi
RS series  Technical Data Sheet

特　長

やさしい質感
「マイクロパウダー技法」で細粒子化しシルクのようななめ
らかなつや消しの仕上りを実現。

RSシルバーマットSi 一般水性エマルション
RSシルバーマットSiには空隙がない。 一般水性エマルションには空隙がある。

マイクロパウダー 樹脂 空隙 つや消し顔料

つや消しイメージ （比較）

低汚染性
「特殊親水性粒子」の効果による低汚染性で雨筋汚れを
抑制します。

RSシルバーマットSi 従来水性エマルション

特　長

低汚染性
優れた低汚染性で美観を長期にわたり維持します。

  0

－2

－4

－6

－8

－10

－12

耐雨筋汚れ性試験板（屋外バクロ：東京都大田区１年間）

RSシルバーグロスSi 従来水性ウレタン 従来水性シリコン

緻密・強靭塗膜形成技術により、汚れが付着しにくくなります。

ΔL

高耐候性
アクリルシリコン樹脂なので耐候性抜群です。
高耐候な塗膜が建物や鋼構造物の資産価値を守ります。

防カビ性
防カビ性に優れています。

カビ抵抗性試験 （例：JIS Z 2911 試験方法）

※EP : エマルションペイント
従来EPRSシルバーマットSi

高耐候な塗膜が建物の資産価値を守ります。

高耐候性

防カビ性に優れています。

防カビ性

※JIS-A-6909耐候形1種（キセノンランプ法2,500時間、光沢保持率80％以上）合格レベルの性能
　を有しています。耐候形1種は、一般的に10～15年の耐久性に相当します。

JIS A 6909 耐候形1種合格レベル

光
沢
保
持
率（
％
）

照射時間（h）

100

75

50

25

0
0 1,000 2,000 3,000

RS シルバーグロスSi 従来水性ウレタン塗料

■塗料性状

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

ー混合比

非危険物消防法による危険物区分

荷　姿 15㎏、4㎏

白および各色色

平　滑仕上り感
1.45（白）塗料比重

1.00（上水）溶剤比重
65％（白）加熱残分

ー有機則/特化則

つや消しつ　や

労安法上の表示有害物 ー

硬化剤の成分による区分 ー

劇物表示（品名・含有量） ー

■塗装間隔
23℃温　度項　目

使用時限 ー

2時間
7日

10℃

ー

5時間
7日

最　短
最　長

標準塗装間隔

■塗装条件
ハ　ケ塗装方法

0～10％希釈率

希釈剤
0.13～0.23

上　水

ローラー
0～10％

0.13～0.23標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

環境に配慮し、有害な揮発性有機溶剤や重金属は使用して
おりません。

水性・環境に優しい無鉛
環境に配慮し、有害な揮発性有機溶剤や重金属は使用して
おりません。

水性・環境に優しい無鉛

結果の表示
0 ： 菌糸の生育は認められない
1 ： 菌糸の生育は試験面積の1/3を超えない
2 ： 菌糸の生育は試験面積の1/3を超える

試験菌の前培養

懸濁液の
試験片への接種

試験片の培養

結果判定
カビ抵抗性試験供試菌株

湿潤剤添加滅菌水を用いて胞
子数約106個/mlに調製

試験片30×30mmに対して
0.5ml

26±2℃ 2８日間
湿度95～99％

培 養 ： ２６±２℃
７～１４日間程度

懸濁液の作成

菌糸の生育は認められないレベルに達しています。

高光沢
ダブルマイクロ技術により、キメ細かい滑らかな肌を実現
します。また、上塗塗料の光沢もUPします。

エマルション

顔 料

樹脂＆顔料
を

マイクロ化

ホルムアルデヒド放散等級　F☆☆☆☆

■塗料性状

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

ー混合比

非危険物消防法による危険物区分

荷　姿 15㎏、4㎏

白および各色色

平　滑仕上り感
1.23（白）塗料比重

1.00（上水）溶剤比重
60％（白）加熱残分

ー有機則/特化則

つや有り、7分つや、5分つや、3分つやつ　や

労安法上の表示有害物 ー

硬化剤の成分による区分 ー

劇物表示（品名・含有量） ー

■塗装間隔
23℃温　度項　目

使用時限 ー

2時間
7日

最　短
最　長

標準塗装間隔

■塗装条件
ハ　ケ塗装方法

5～10％希釈率

希釈剤
0.13

上　水

ローラー
5～10％

0.13

エアレススプレー
5～10％

0.16標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

ホルムアルデヒド放散等級　F☆☆☆☆

Silver GrossRSSilver Mat RS
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特　長

セラミック変性樹脂により、優れた耐候性と超低汚染性を発揮。

RSシルバーマイルドSiRSシルバーマイルドSi
RS series  Technical Data Sheet

特　長

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

高耐候性

※JIS-A-6909耐候形1種（キセノンランプ法2,500時間、光沢保持率80％以上）合格レベルの
　性能を有しています。耐候形1種は、一般的に10～15年の耐久性に相当します。

塗膜は劣化とともに、つや（光沢）が低下していきます。
つやの低下速度がゆるやかな程、塗膜の耐候性が高いことを表します。

光
沢
保
持
率（
％
）

120

100

80

60

40

20

0
0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

試験時間（h）

促進耐候性（JIS XWOM） RS シルバーマイルドSi
従来2液弱溶剤ウレタン 従来アクリル樹脂塗料

優れた低汚染性で美観を長期にわたり維持します。

従来アクリルシリコン樹脂塗料RSシルバーマイルドSi

屋外バクロ試験結果（一年半バクロ 当社比）

低汚染性

防カビ・防藻性に優れています。

防カビ性

RSシルバーマイルドSi 従来アクリル樹脂塗料
防カビ・防藻剤を配合しない一般塗料

防藻性

RSシルバーマイルドSi 従来アクリル樹脂塗料
防カビ・防藻剤を配合しない一般塗料

防カビ・防藻性

ダブルマイクロ技法により、キメ細かい滑らかな肌を実現。

RSサーフRSサーフ
RS series  Technical Data Sheet

優れた隠ぺい性

RSサーフ 一般微弾性下地調整材

隠ぺい率試験紙への塗装による比較（JIS K 5600）

優れた付着性
シリコンエマルション導入効果により従来の下地材より
付着力が優れています。

付着強度（N/mm2）

アクリルタイル

単層弾性

2.3 1.9

1.9 1.7

RSサーフ
従来微弾性
下地調整材

旧塗膜

防水性
緻密な塗膜を形成することにより防水性能が向上します。

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5
ml/day JIS A 6909 準拠

RSサーフ

＜中毛ローラー塗装＞

従来微弾性下地調整材

防カビ・防藻性
バイオ技術を駆使した薬剤を配合しており、塗膜全体で
優れた防カビ・防藻性を持続させます。

下地（旧塗膜）

藻

薬剤

カビ

上塗
RSシルバー
グロスSi

RSサーフ

■塗装間隔

23℃温　度項　目 23℃ 5～10℃

使用時限 8時間 8時間 8時間

4時間
7日

4時間
7日

16時間
7日

最　短
最　長

標準塗装間隔

上　塗 中　塗

■塗装条件

ハ　ケ塗装方法

0～10％希釈率

希釈剤
0.12

ハ　ケ

5～15％
0.12

塗料用シンナーＡ 塗料用シンナーＡ

ローラー

0～10％
0.12

ローラー

5～15％
0.12

スプレー

10～30％
0.14

エアレス
スプレー

10～30％
0.14

エアレス

5～10％
0.14標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

上　塗 中　塗
■塗料性状

上　塗 中　塗

ベース/弾性硬化剤＝６/1混合比 ベース/弾性硬化剤＝10/1

ベース：第4類 第2石油類
　　　（非水溶性）
硬化剤：第4類 第2石油類
　　　（非水溶性）

消防法による危険物区分
ベース：第4類 第2石油類
　　　（非水溶性）
硬化剤：第4類 第2石油類
　　　（非水溶性）

白および各色色 白および各色

平　滑仕上り感 平　滑
1.18（白）塗料比重 1.21（白）

0.84溶剤比重 0.82
58％（白）加熱残分 64％（白）

ベース：第3種有機溶剤等
硬化剤：第3種有機溶剤等有機則/特化則 ベース：第3種有機溶剤等

硬化剤：第3種有機溶剤等

つや有りつ　や つや有り

労安法上の表示有害物 ベース：キシレン、エチルベンゼン
硬化剤：キシレン

ベース：キシレン、エチルベンゼン
硬化剤：キシレン

硬化剤の成分による区分 イソシアネート イソシアネート

劇物表示（品名・含有量） ー ー

荷　姿 16㎏セット
（ベース/硬化剤＝13.7㎏/2.3㎏）

16㎏セット
（ベース/硬化剤＝14.5㎏/1.5㎏）

ホルムアルデヒド放散等級　F☆☆☆☆

■塗料性状

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

ー混合比

非危険物消防法による危険物区分

荷　姿 16㎏

白色

平　滑仕上り感
1.35塗料比重

1.00（上水）溶剤比重
65％加熱残分

ー有機則/特化則

無つ　や

労安法上の表示有害物 ー

硬化剤の成分による区分 ー

劇物表示（品名・含有量） ー

■塗装間隔
23℃温　度項　目

使用時限 ー

4時間
7日

5～10℃

ー

8時間
7日

最　短
最　長

標準塗装間隔

■塗装条件
ローラー（中毛～中長毛）塗装方法

0～3％希釈率

希釈剤
0.3～0.5
上　水

標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

■主な適用素材
窯業系サイディングボード・コンクリート・モルタル

ホルムアルデヒド放散等級　F☆☆☆☆
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特　長

セラミック変性樹脂により、優れた耐候性と超低汚染性を発揮。

RSシルバーマイルドSiRSシルバーマイルドSi
RS series  Technical Data Sheet

特　長

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

高耐候性

※JIS-A-6909耐候形1種（キセノンランプ法2,500時間、光沢保持率80％以上）合格レベルの
　性能を有しています。耐候形1種は、一般的に10～15年の耐久性に相当します。

塗膜は劣化とともに、つや（光沢）が低下していきます。
つやの低下速度がゆるやかな程、塗膜の耐候性が高いことを表します。

光
沢
保
持
率（
％
）

120

100

80

60

40

20

0
0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

試験時間（h）

促進耐候性（JIS XWOM） RS シルバーマイルドSi
従来2液弱溶剤ウレタン 従来アクリル樹脂塗料

優れた低汚染性で美観を長期にわたり維持します。

従来アクリルシリコン樹脂塗料RSシルバーマイルドSi

屋外バクロ試験結果（一年半バクロ 当社比）

低汚染性

防カビ・防藻性に優れています。

防カビ性

RSシルバーマイルドSi 従来アクリル樹脂塗料
防カビ・防藻剤を配合しない一般塗料

防藻性

RSシルバーマイルドSi 従来アクリル樹脂塗料
防カビ・防藻剤を配合しない一般塗料

防カビ・防藻性

ダブルマイクロ技法により、キメ細かい滑らかな肌を実現。

RSサーフRSサーフ
RS series  Technical Data Sheet

優れた隠ぺい性

RSサーフ 一般微弾性下地調整材

隠ぺい率試験紙への塗装による比較（JIS K 5600）

優れた付着性
シリコンエマルション導入効果により従来の下地材より
付着力が優れています。

付着強度（N/mm2）

アクリルタイル

単層弾性

2.3 1.9

1.9 1.7

RSサーフ
従来微弾性
下地調整材

旧塗膜

防水性
緻密な塗膜を形成することにより防水性能が向上します。

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5
ml/day JIS A 6909 準拠

RSサーフ

＜中毛ローラー塗装＞

従来微弾性下地調整材

防カビ・防藻性
バイオ技術を駆使した薬剤を配合しており、塗膜全体で
優れた防カビ・防藻性を持続させます。

下地（旧塗膜）

藻

薬剤

カビ

上塗
RSシルバー
グロスSi

RSサーフ

■塗装間隔

23℃温　度項　目 23℃ 5～10℃

使用時限 8時間 8時間 8時間

4時間
7日

4時間
7日

16時間
7日

最　短
最　長

標準塗装間隔

上　塗 中　塗

■塗装条件

ハ　ケ塗装方法

0～10％希釈率

希釈剤
0.12

ハ　ケ

5～15％
0.12

塗料用シンナーＡ 塗料用シンナーＡ

ローラー

0～10％
0.12

ローラー

5～15％
0.12

スプレー

10～30％
0.14

エアレス
スプレー

10～30％
0.14

エアレス

5～10％
0.14標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

上　塗 中　塗
■塗料性状

上　塗 中　塗

ベース/弾性硬化剤＝６/1混合比 ベース/弾性硬化剤＝10/1

ベース：第4類 第2石油類
　　　（非水溶性）
硬化剤：第4類 第2石油類
　　　（非水溶性）

消防法による危険物区分
ベース：第4類 第2石油類
　　　（非水溶性）
硬化剤：第4類 第2石油類
　　　（非水溶性）

白および各色色 白および各色

平　滑仕上り感 平　滑
1.18（白）塗料比重 1.21（白）

0.84溶剤比重 0.82
58％（白）加熱残分 64％（白）

ベース：第3種有機溶剤等
硬化剤：第3種有機溶剤等有機則/特化則 ベース：第3種有機溶剤等

硬化剤：第3種有機溶剤等

つや有りつ　や つや有り

労安法上の表示有害物 ベース：キシレン、エチルベンゼン
硬化剤：キシレン

ベース：キシレン、エチルベンゼン
硬化剤：キシレン

硬化剤の成分による区分 イソシアネート イソシアネート

劇物表示（品名・含有量） ー ー

荷　姿 16㎏セット
（ベース/硬化剤＝13.7㎏/2.3㎏）

16㎏セット
（ベース/硬化剤＝14.5㎏/1.5㎏）

ホルムアルデヒド放散等級　F☆☆☆☆

■塗料性状

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

ー混合比

非危険物消防法による危険物区分

荷　姿 16㎏

白色

平　滑仕上り感
1.35塗料比重

1.00（上水）溶剤比重
65％加熱残分

ー有機則/特化則

無つ　や

労安法上の表示有害物 ー

硬化剤の成分による区分 ー

劇物表示（品名・含有量） ー

■塗装間隔
23℃温　度項　目

使用時限 ー

4時間
7日

5～10℃

ー

8時間
7日

最　短
最　長

標準塗装間隔

■塗装条件
ローラー（中毛～中長毛）塗装方法

0～3％希釈率

希釈剤
0.3～0.5
上　水

標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

■主な適用素材
窯業系サイディングボード・コンクリート・モルタル

ホルムアルデヒド放散等級　F☆☆☆☆

Silver MildRS RSSurf
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特　長

これまでに培った技術力を結集した長期耐久性「弾性」下地調整材。

RSフィラーRSフィラー
RS series  Technical Data Sheet

特　長

水性で臭気も少なく、幅広い旧塗膜・基材へオールマイティーに対応。

RSプライマーRSプライマー
RS series  Technical Data Sheet

「弾性」下地調整材

伸び（システム膜） 防水性

バイオ技術を駆使した薬剤を配合しており、塗膜全体で
優れた防カビ・防藻性を持続させます。

下地（旧塗膜）

藻

薬剤

カビ

上塗
RSシルバー
グロスSi

RSフィラー

防カビ・防藻性

0

100

50

250

200

150

300

350

400
（％）

JIS A 6909 準拠

RSフィラー 従来微弾性下地調整材

上塗：ＲＳシルバーグロスＳｉ

0

0.2

0.1

0.3

0.4

0.5
ml/day

JIS A 6909 準拠

RSフィラー
＜多孔質ローラー塗装＞

従来微弾性下地調整材

優れたシーリング適性

リシン、スタッコ、吹付けタイル、アクリル樹脂塗料、ウレタン樹脂塗料、エマルション塗料などに適応しています。

優れた旧塗膜適性

各種下地、旧塗膜との耐久性を向上させます。

長期耐久性

※1 塗装仕様：変成シリコーンシーリング材～各種下塗材～弱溶剤形ウレタン樹脂塗料
※2 シーリング材メーカーや種類、上塗材の種類によっては、結果が異なる場合があります。

屋外バクロ試験（東京バクロ６ヶ月）

可塑剤ブリード抑制効果試験結果

従来汎用水性シーラー
従来水性エポキシシーラー

従来微弾性フィラー
従来バリヤープライマー～汎用シーラー～従来バリヤープライマー～汎用シーラー～

RSプライマー

0 -2 -4 -6 -8
明度差（　 L）汚れ 悪い良い

サイディング材 サイディング材

ブリード抑制RSプライマーRSプライマーRSプライマー

上塗り

可塑剤シーリング材

シーリング材への付着性

旧塗膜への付着性
シーリング材に起因する
経時汚れの軽減

優れた付着力
付着性に優れていますので、微弾性フィラー同様、旧塗膜
へのシーラーレス塗装が可能です。

緻密な塗膜を形成することにより防水性能が向上します。

微弾性フィラーに比べ、隠ぺい性が良く上塗の吸い込み
が少なく、仕上り性に優れています。

肌が緻密で高仕上り

■塗料性状

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

ー混合比

非危険物消防法による危険物区分

荷　姿 16㎏

白色

さざ波状仕上り感
1.45塗料比重

1.00（上水）溶剤比重
69％加熱残分

ー有機則/特化則

つや消しつ　や

労安法上の表示有害物 ー

硬化剤の成分による区分 ー

劇物表示（品名・含有量） ー

■塗装間隔
23℃温　度項　目

使用時限 ー

8時間
7日

最　短
最　長

標準塗装間隔

■塗装条件
多孔質ローラー塗装方法

1～4％希釈率

希釈剤
0.8～1.5
上　水

標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

■主な適用素材
コンクリート・モルタル

ホルムアルデヒド放散等級　F☆☆☆☆

■塗料性状

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

ベース/硬化剤＝5/1混合比

ベース：非危険物
硬化剤：非危険物消防法による危険物区分

荷　姿 15㎏セット（ベース/硬化剤＝12.5㎏/2.5㎏）

白色

平　滑仕上り感
1.46塗料比重

1.00（上水）溶剤比重
60％加熱残分

ベース：ー　硬化剤：ー有機則/特化則

ーつ　や

労安法上の表示有害物 ー

硬化剤の成分による区分 ポリアミン

劇物表示（品名・含有量） ー

■塗装条件
ローラー塗装方法
0～10％希釈率

希釈剤
0.13～0.20

上　水

ハケ
0～10％

0.13～0.20

エアレス
10～15％

0.17～0.20標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

■主な適用素材
窯業系サイディングボード・コンクリート・モルタル など

■塗装間隔
23℃温　度項　目

使用時限 4時間

4時間※

7日
最　短
最　長

標準塗装間隔

※溶剤形塗料を上塗に用いる場合は１６時間以上乾燥させてください。

ホルムアルデヒド放散等級　F☆☆☆☆

上塗：ＲＳシルバーグロスＳｉ

リシン スタッコ つや消し意匠材

RSPrimerRSFiller
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特　長

これまでに培った技術力を結集した長期耐久性「弾性」下地調整材。

RSフィラーRSフィラー
RS series  Technical Data Sheet

特　長

水性で臭気も少なく、幅広い旧塗膜・基材へオールマイティーに対応。

RSプライマーRSプライマー
RS series  Technical Data Sheet

「弾性」下地調整材

伸び（システム膜） 防水性

バイオ技術を駆使した薬剤を配合しており、塗膜全体で
優れた防カビ・防藻性を持続させます。

下地（旧塗膜）

藻

薬剤

カビ

上塗
RSシルバー
グロスSi

RSフィラー

防カビ・防藻性

0

100

50

250

200

150

300

350

400
（％）

JIS A 6909 準拠

RSフィラー 従来微弾性下地調整材

上塗：ＲＳシルバーグロスＳｉ
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0.4

0.5
ml/day

JIS A 6909 準拠

RSフィラー
＜多孔質ローラー塗装＞

従来微弾性下地調整材

優れたシーリング適性

リシン、スタッコ、吹付けタイル、アクリル樹脂塗料、ウレタン樹脂塗料、エマルション塗料などに適応しています。

優れた旧塗膜適性

各種下地、旧塗膜との耐久性を向上させます。

長期耐久性

※1 塗装仕様：変成シリコーンシーリング材～各種下塗材～弱溶剤形ウレタン樹脂塗料
※2 シーリング材メーカーや種類、上塗材の種類によっては、結果が異なる場合があります。

屋外バクロ試験（東京バクロ６ヶ月）

可塑剤ブリード抑制効果試験結果

従来汎用水性シーラー
従来水性エポキシシーラー

従来微弾性フィラー
従来バリヤープライマー～汎用シーラー～従来バリヤープライマー～汎用シーラー～

RSプライマー

0 -2 -4 -6 -8
明度差（　 L）汚れ 悪い良い

サイディング材 サイディング材

ブリード抑制RSプライマーRSプライマーRSプライマー

上塗り

可塑剤シーリング材

シーリング材への付着性

旧塗膜への付着性
シーリング材に起因する
経時汚れの軽減

優れた付着力
付着性に優れていますので、微弾性フィラー同様、旧塗膜
へのシーラーレス塗装が可能です。

緻密な塗膜を形成することにより防水性能が向上します。

微弾性フィラーに比べ、隠ぺい性が良く上塗の吸い込み
が少なく、仕上り性に優れています。

肌が緻密で高仕上り

■塗料性状

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

ー混合比

非危険物消防法による危険物区分

荷　姿 16㎏

白色

さざ波状仕上り感
1.45塗料比重

1.00（上水）溶剤比重
69％加熱残分

ー有機則/特化則

つや消しつ　や

労安法上の表示有害物 ー

硬化剤の成分による区分 ー

劇物表示（品名・含有量） ー

■塗装間隔
23℃温　度項　目

使用時限 ー

8時間
7日

最　短
最　長

標準塗装間隔

■塗装条件
多孔質ローラー塗装方法

1～4％希釈率

希釈剤
0.8～1.5
上　水

標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

■主な適用素材
コンクリート・モルタル

ホルムアルデヒド放散等級　F☆☆☆☆

■塗料性状

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

ベース/硬化剤＝5/1混合比

ベース：非危険物
硬化剤：非危険物消防法による危険物区分

荷　姿 15㎏セット（ベース/硬化剤＝12.5㎏/2.5㎏）

白色

平　滑仕上り感
1.46塗料比重

1.00（上水）溶剤比重
60％加熱残分

ベース：ー　硬化剤：ー有機則/特化則

ーつ　や

労安法上の表示有害物 ー

硬化剤の成分による区分 ポリアミン

劇物表示（品名・含有量） ー

■塗装条件
ローラー塗装方法
0～10％希釈率

希釈剤
0.13～0.20

上　水

ハケ
0～10％

0.13～0.20

エアレス
10～15％

0.17～0.20標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

■主な適用素材
窯業系サイディングボード・コンクリート・モルタル など

■塗装間隔
23℃温　度項　目

使用時限 4時間

4時間※

7日
最　短
最　長

標準塗装間隔

※溶剤形塗料を上塗に用いる場合は１６時間以上乾燥させてください。

ホルムアルデヒド放散等級　F☆☆☆☆

上塗：ＲＳシルバーグロスＳｉ

リシン スタッコ つや消し意匠材

RSPrimerRSFiller
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特　長

外壁の遮熱性能に最もこだわった夏の暑さ対策工法。

RSクール水性SiRSクール水性Si
RS series  Technical Data Sheet

特　長

屋根の遮熱性能に最もこだわった夏の暑さ対策工法。

RSルーフ2液FRSルーフ2液F RSルーフ2液SiRSルーフ2液Si
RS series  Technical Data Sheet

■塗料性状

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

ー混合比

非危険物消防法による危険物区分

荷　姿 15㎏、4kg

白および各色色

平滑仕上り感
1.24（白）塗料比重

1.00（上水）溶剤比重
55％（白）加熱残分

ー有機則/特化則

つや有りつ　や

労安法上の表示有害物 ー

硬化剤の成分による区分 ー

劇物表示（品名・含有量） ー

■塗装条件
ハケ塗装方法

5～10％希釈率

希釈剤
0.13

上　水

ローラー
5～10％

0.13

エアレススプレー
5～10％

0.16標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

■塗装間隔
23℃温　度項　目

使用時限 ー

2時間
7日

最　短
最　長

標準塗装間隔

低汚染で汚れにくい
緻密かつ強靭な塗膜形成技術で開発された防汚性能が建
物の美観を維持します。また、汚れによる遮熱効果の低下
を抑制し、性能の長期維持を図ります。グラフでは雨筋が発
生していないことと色味の変化が少ないことが分かります。

0

-2

-4

-6

-8

-10

-12

ΔL 耐雨筋汚れ性試験板（屋外バクロ：東京都大田区 1 年間）
ΔL 値が高いほど汚れていることを示します。

RSクール水性Si 従来水性ウレタン

耐汚染性の比較

赤外線を効率よく反射させる
遮熱効果とは、太陽光線（赤外線）を効率よく反射し、外壁の塗膜表面温度上昇を抑制することです。
それにより素材の蓄熱を抑え、熱による素材の劣化を防ぎます。

ハロゲンランプ照射実験例（サーモグラフィ画像）
一般壁用塗料と「RSクール
水性Si」の塗板にハロゲン
ランプを照射して表面温度
を確認しました。この実験
では、表面温度で約15.6℃
の温度低減効果が確認で
きました。（塗色：AW-016）

一般外壁塗膜RSクール水性Si 赤
外
線

下地

一般外壁塗膜

下塗り下地
上塗1

回目

上塗2
回目 赤

外
線

遮熱

RSクール水性Si

明るい暗い 明 度

反
射
率（
％
）

高

低

100

80

60

40

20

0

一般塗料

遮熱塗料

塗膜の明度と日射反射率の関係

COOLレベル 日射反射率※

………… 80％以上

………………70～80％

……………………60～70％

1 2 3 4 5

1 2 3 4

1 2 3

……………50～60％

…………………40～50％1

1 2

※一般屋根用塗料との日射反射率の比較は、「塗膜の明度と日射反射率の関係」のグラフをご参照ください。

■塗装間隔

23℃温　度項　目

使用時限 8時間

4時間
7日

23℃

8時間

4時間
7日

最　短
最　長

標準塗装間隔

RS ルーフ2液F RS ルーフ2液Si

■塗料性状

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

荷　姿 15㎏セット
（ベース/硬化剤＝13.5㎏/1.5㎏）

15㎏セット
（ベース/硬化剤＝13.5㎏/1.5㎏）

ベース/硬化剤＝9/1混合比 ベース/硬化剤＝9/1
標準色色 標準色

平　滑仕上り感 平　滑
1.21（ホワイト）塗料比重 1.19（ホワイト）

0.84溶剤比重 0.82
63％（ホワイト）加熱残分 63％（ホワイト）

ベース：特別有機溶剤等
　　　 （特化則適用）
硬化剤：第3種有機溶剤等

有機則/特化則
ベース：特別有機溶剤等
　　　 （特化則適用）
硬化剤：第3種有機溶剤等

消防法による危険物区分

ベース：第4類 第2石油類
　　　 （非水溶性）
硬化剤：第4類 第2石油類
　　　 （非水溶性）

ベース：第4類 第2石油類
　　　 （非水溶性）
硬化剤：第4類 第2石油類
　　　 （非水溶性）

つや有りつ　や つや有り

硬化剤の成分による区分 イソシアネート イソシアネート

劇物表示（品名・含有量） ー ー

労安法上の表示有害物
ベース：キシレン

エチルベンゼン
メチルイソブチルケトン

ベース：キシレン
エチルベンゼン

RS ルーフ2液F RS ルーフ2液Si
■塗装条件

金属系素材
ハケ

ローラー

金属系素材
エアレス
スプレー

窯業系素材
ハケ

ローラー

窯業系素材
エアレス
スプレー

塗装方法

0～10％希釈率

希釈剤
0.12

塗料用シンナーＡ

0～10％
0.16

0～10％
0.22

0～10％
0.28標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

RS ルーフ2液F

金属系素材
ハケ

ローラー

金属系素材
エアレス
スプレー

窯業系素材
ハケ

ローラー

窯業系素材
エアレス
スプレー

塗装方法

5～15％希釈率

希釈剤
0.12

塗料用シンナーＡ

5～15％
0.16

5～15％
0.22

5～15％
0.16標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

RS ルーフ2液Si

赤外線を効率よく反射する特殊な顔料を配合した塗料を2段階に分けて塗付します。
上塗を透過した一部の赤外線も下塗塗料でしっかりブロックし、屋根の温度上昇を抑制。
最大ｰ20℃の遮熱効果を発揮します。

優れた遮熱効果

屋　根

上　塗

下　塗

太陽光（赤外線）

太陽光を効率よく反射し、熱を遮る
関西ペイント小野事業所での試験結果

赤外線サーモグラフィ画像

RSルーフ（右半分）と一般の屋根用塗料を塗装
した物件

RSルーフ施工面
38.2℃

未施工面
56.9℃

温度差18.7℃

RSRoofRSCool
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特　長

外壁の遮熱性能に最もこだわった夏の暑さ対策工法。

RSクール水性SiRSクール水性Si
RS series  Technical Data Sheet

特　長

屋根の遮熱性能に最もこだわった夏の暑さ対策工法。

RSルーフ2液FRSルーフ2液F RSルーフ2液SiRSルーフ2液Si
RS series  Technical Data Sheet

■塗料性状

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

ー混合比

非危険物消防法による危険物区分

荷　姿 15㎏、4kg

白および各色色

平滑仕上り感
1.24（白）塗料比重

1.00（上水）溶剤比重
55％（白）加熱残分

ー有機則/特化則

つや有りつ　や

労安法上の表示有害物 ー

硬化剤の成分による区分 ー

劇物表示（品名・含有量） ー

■塗装条件
ハケ塗装方法

5～10％希釈率

希釈剤
0.13

上　水

ローラー
5～10％

0.13

エアレススプレー
5～10％

0.16標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

■塗装間隔
23℃温　度項　目

使用時限 ー

2時間
7日

最　短
最　長

標準塗装間隔

低汚染で汚れにくい
緻密かつ強靭な塗膜形成技術で開発された防汚性能が建
物の美観を維持します。また、汚れによる遮熱効果の低下
を抑制し、性能の長期維持を図ります。グラフでは雨筋が発
生していないことと色味の変化が少ないことが分かります。

0

-2

-4

-6

-8

-10

-12

ΔL 耐雨筋汚れ性試験板（屋外バクロ：東京都大田区 1 年間）
ΔL 値が高いほど汚れていることを示します。

RSクール水性Si 従来水性ウレタン

耐汚染性の比較

赤外線を効率よく反射させる
遮熱効果とは、太陽光線（赤外線）を効率よく反射し、外壁の塗膜表面温度上昇を抑制することです。
それにより素材の蓄熱を抑え、熱による素材の劣化を防ぎます。

ハロゲンランプ照射実験例（サーモグラフィ画像）
一般壁用塗料と「RSクール
水性Si」の塗板にハロゲン
ランプを照射して表面温度
を確認しました。この実験
では、表面温度で約15.6℃
の温度低減効果が確認で
きました。（塗色：AW-016）

一般外壁塗膜RSクール水性Si 赤
外
線

下地

一般外壁塗膜

下塗り下地
上塗1

回目

上塗2
回目 赤

外
線

遮熱

RSクール水性Si

明るい暗い 明 度

反
射
率（
％
）

高

低

100

80

60

40

20

0

一般塗料

遮熱塗料

塗膜の明度と日射反射率の関係

COOLレベル 日射反射率※

………… 80％以上

………………70～80％

……………………60～70％

1 2 3 4 5

1 2 3 4

1 2 3

……………50～60％

…………………40～50％1

1 2

※一般屋根用塗料との日射反射率の比較は、「塗膜の明度と日射反射率の関係」のグラフをご参照ください。

■塗装間隔

23℃温　度項　目

使用時限 8時間

4時間
7日

23℃

8時間

4時間
7日

最　短
最　長

標準塗装間隔

RS ルーフ2液F RS ルーフ2液Si

■塗料性状

※上記の数値は標準を示すもので、若干の変動があります。

荷　姿 15㎏セット
（ベース/硬化剤＝13.5㎏/1.5㎏）

15㎏セット
（ベース/硬化剤＝13.5㎏/1.5㎏）

ベース/硬化剤＝9/1混合比 ベース/硬化剤＝9/1
標準色色 標準色

平　滑仕上り感 平　滑
1.21（ホワイト）塗料比重 1.19（ホワイト）

0.84溶剤比重 0.82
63％（ホワイト）加熱残分 63％（ホワイト）

ベース：特別有機溶剤等
　　　 （特化則適用）
硬化剤：第3種有機溶剤等

有機則/特化則
ベース：特別有機溶剤等
　　　 （特化則適用）
硬化剤：第3種有機溶剤等

消防法による危険物区分

ベース：第4類 第2石油類
　　　 （非水溶性）
硬化剤：第4類 第2石油類
　　　 （非水溶性）

ベース：第4類 第2石油類
　　　 （非水溶性）
硬化剤：第4類 第2石油類
　　　 （非水溶性）

つや有りつ　や つや有り

硬化剤の成分による区分 イソシアネート イソシアネート

劇物表示（品名・含有量） ー ー

労安法上の表示有害物
ベース：キシレン

エチルベンゼン
メチルイソブチルケトン

ベース：キシレン
エチルベンゼン

RS ルーフ2液F RS ルーフ2液Si
■塗装条件

金属系素材
ハケ

ローラー

金属系素材
エアレス
スプレー

窯業系素材
ハケ

ローラー

窯業系素材
エアレス
スプレー

塗装方法

0～10％希釈率

希釈剤
0.12

塗料用シンナーＡ

0～10％
0.16

0～10％
0.22

0～10％
0.28標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

RS ルーフ2液F

金属系素材
ハケ

ローラー

金属系素材
エアレス
スプレー

窯業系素材
ハケ

ローラー

窯業系素材
エアレス
スプレー

塗装方法

5～15％希釈率

希釈剤
0.12

塗料用シンナーＡ

5～15％
0.16

5～15％
0.22

5～15％
0.16標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。　※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

RS ルーフ2液Si

赤外線を効率よく反射する特殊な顔料を配合した塗料を2段階に分けて塗付します。
上塗を透過した一部の赤外線も下塗塗料でしっかりブロックし、屋根の温度上昇を抑制。
最大ｰ20℃の遮熱効果を発揮します。

優れた遮熱効果

屋　根

上　塗

下　塗

太陽光（赤外線）

太陽光を効率よく反射し、熱を遮る
関西ペイント小野事業所での試験結果

赤外線サーモグラフィ画像

RSルーフ（右半分）と一般の屋根用塗料を塗装
した物件

RSルーフ施工面
38.2℃

未施工面
56.9℃

温度差18.7℃

RSRoofRSCool
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関 西 ペイントの
戸 建 塗り替え工 法
安 心 と 信 頼 の 塗 り 替 え 工 法 を 提 案 い た し ま す

リフォームサミット参画店

（16年11月04刷PKO） カタログNo.768※製品改良のため仕様は予告なしに変更することもございますのでご諒承ください。

関西ペイントホームページ
www.kansai.co.jp

http://www.kansai.co.jp/tsunagaru/


